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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月12日(2011.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両音響システムのデジタル音声処理設計システムであって、
　コンピュータと、
　該コンピュータによって起動される設計ツールであって、ユーザがテンプレートファイ
ル内に音響処理基準を定義することを可能にする設計ツールと
　を含み、
　該音響処理基準は、音響信号プロセッサに接続されている音響源の第１および第２リア
ル入力チャネルを定義し、該音響処理基準は、仮想入力チャネルと仮想出力チャネルと該
第１リアル入力チャネルおよび該第２リアル入力チャネルのバス信号とをさらに定義し、
　該仮想入力チャネルは、該第１リアル入力チャネルおよび該第２リアル入力チャネルの
バス信号を結合することによって該音響信号プロセッサによって形成され、
　該仮想出力チャネルは、該第１および第２リアル入力チャネルに部分的に基づいて定義
され、
　該仮想出力チャネルの出力は、該仮想入力チャネルの入力として提供され、該仮想入力
チャネルは、該音響信号プロセッサへの入力であるように構成可能であり、
　該音響信号プロセッサは、該第１および第２のリアル入力チャネルと該仮想入力チャネ
ルとに基づいてリアル出力チャネルを形成する、デジタル音声処理設計システム。
【請求項２】
　前記音響信号プロセッサに結合された音声処理エンジンであって、起動時間に前記音声
処理基準が定義された後のテンプレートファイルを読み出すことにより、前記音声処理基
準を取得する音声処理エンジンをさらに含む、請求項１に記載のデジタル音声処理設計シ
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ステム。
【請求項３】
　前記音響信号プロセッサと前記音声処理エンジンとに関連付けられているメモリであっ
て、前記音声処理基準が定義された後のテンプレートファイルを格納するメモリをさらに
含み、該メモリは、該テンプレートファイルを受信するように前記コンピュータに取り外
し可能に接続されている、請求項２に記載のデジタル音声処理設計システム。
【請求項４】
　前記メモリは、フラッシュメモリを含む、請求項３に記載のデジタル音声処理設計シス
テム。
【請求項５】
　前記音声処理基準は、車両速度の関数として、少なくとも１つの出力チャネルのゲイン
要因を変動させる速度－ゲイン関数を含む、請求項１に記載のデジタル音声処理設計シス
テム。
【請求項６】
　前記音声処理基準は、前記第１および第２リアル入力チャネルのうちの１つに付与され
るフィルタプロファイルを含む、請求項１に記載のデジタル音声処理設計システム。
【請求項７】
　前記音声処理基準は、前記第１および第２リアル入力チャネルのうちの１つに付与され
るゲイン設定を含む、請求項１に記載のデジタル音声処理設計システム。
【請求項８】
　前記音声処理基準は、車両識別番号（ＶＩＮ）セレクタを含む、請求項１に記載のデジ
タル音声処理設計システム。
【請求項９】
　前記音声処理基準は、音響源セレクタを含む、請求項１に記載のデジタル音声処理設計
システム。
【請求項１０】
　フィルタを第１のチャネルから第２のチャネルに複製するチャネル複製機をさらに含む
、請求項１に記載のデジタル音声処理設計システム。
【請求項１１】
　車両オーディオシステムの音声処理パラメータを構成する音声処理設計システムであっ
て、該車両オーディオシステムは、複数のリアル入力チャネルと、該複数のリアル入力チ
ャネルのそれぞれに対するバス信号とを受け取り、該複数のリアル入力チャネルに応答し
て、複数のリアル出力チャネルを生成する処理ブロックを有し、
　該音声処理設計システムは、
　プロセッサと、
　該プロセッサによって実行可能な設計ツールであって、該車両オーディオシステムに対
する音声処理基準を定義するように構成することが可能な設計ツールと
　を含み、
　該設計ツールは、
　該車両オーディオシステムの処理ブロックに送信され得る仮想出力データセットであっ
て、該仮想出力データセットは、該処理ブロックへの複数のリアル入力チャネルのうちの
少なくとも１つのリアル入力チャネルのゲインおよび該複数のリアル入力チャネルの該バ
ス信号の合計の仕様の関数として、該処理ブロックにおいて仮想出力チャネルを作成する
ように構成することが可能である、仮想出力データセットと、
　該処理ブロックに送信され得るリアル出力データセットであって、該リアル出力データ
セットは、該仮想出力チャネルが処理ブロックの入力として見えるように、該処理ブロッ
クにおいて該リアル入力チャネルのそれぞれのゲインおよび該仮想出力チャネルのゲイン
を選択的に特定するように構成することが可能であり、かつ、該処理ブロックのリアル出
力チャネルを形成するように該複数のリアル入力チャネルと組み合わせることが可能であ
る、リアル出力データセットと
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　を含む、音声処理設計システム。
【請求項１２】
　複数の利用可能なフィルタは、前記仮想出力チャネルをフィルタリングするように前記
設定ツールを用いて選択され得る、請求項１１に記載の音声処理設計システム。
【請求項１３】
　前記設計ツールは、前記リアル出力チャネルおよび前記仮想出力チャネルのうちのそれ
ぞれ１つをフィルタリングするように前記リアル出力データセットおよび前記仮想出力デ
ータセットのうちの１つにおいて指定されたフィルタを示すように構成されており、
　該設計ツールは、複数の利用可能なフィルタから選択され得る追加的なフィルタの指定
を提供するようにさらに構成されている、請求項１１に記載の音声処理設計システム。
【請求項１４】
　前記仮想出力チャネルおよび前記リアル出力チャネルのうちの１つを遅延させるための
複数の利用可能な遅延設定は、前記設計ツールを用いて選択され得る、請求項１１に記載
の音声処理設計システム。
【請求項１５】
　前記仮想出力データセットは、第１の仮想出力データセットであり、前記設計ツールは
、第２の仮想出力データセットをさらに含み、該第２の仮想出力データセットは、別の仮
想出力チャネルを作成するように前記仮想出力チャネルおよび前記複数のリアル入力チャ
ネルのゲインを選択的に特定するように構成することが可能である、請求項１１に記載の
音声処理設計システム。
【請求項１６】
　前記仮想出力データセットはまた、前記仮想出力チャネルに対するフィルタおよび遅延
を特定するように構成することが可能である、請求項１１に記載の音声処理設計システム
。
【請求項１７】
　前記リアル出力データセットはまた、前記リアル出力チャネルに対するフィルタおよび
遅延を特定するように構成することが可能である、請求項１１に記載の音声処理設計シス
テム。
【請求項１８】
　前記複数のリアル入力チャネルのそれぞれは、複数のサラウンドサウンド復号エレメン
トのうちの１つを含む、請求項１１に記載の音声処理設計システム。
【請求項１９】
　前記複数のリアル入力チャネルは、右チャネルと、左チャネルとを含む、請求項１１に
記載の音声処理設計システム。
【請求項２０】
　前記リアル出力チャネルは、複数のリアル出力チャネルを含み、前記リアル入力チャネ
ルの数は、該リアル出力チャネルの数に等しい、請求項１１に記載の音声処理設計システ
ム。
【請求項２１】
　車両のオーディオシステムの音声処理パラメータを構成する音声処理設計システムであ
って、該車両のオーディオシステムは、リアル入力チャネルと該リアル入力チャネルのそ
れぞれに対するバス信号とを受け取り、該リアル入力チャネルに応答して、リアル出力チ
ャネルを生成し、
　該音声処理設計システムは、
　プロセッサと、
　該プロセッサと通信可能なメモリと、
　該メモリに格納可能であり、かつ、該プロセッサによって実行可能な設計ツールであっ
て、車両オーディオシステムに対する音声処理基準を構成する設計ツールと
　を含み、
　該設計ツールは、
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　仮想チャネルを形成するようにリアル入力チャネルのゲイン設定を特定し、該複数のリ
アル入力チャネルのバス信号の合計を結合するように構成することが可能であるデータ入
力の第１のセットと、
　該データ入力の第１のセットとは異なるデータ入力の第２のセットと
　を含み、
　該データ入力の第２のセットは、該リアル入力チャネルのゲイン設定と、該仮想チャネ
ルのゲイン設定とを特定するように構成することが可能であり、該入力チャネルおよび該
仮想チャネルは、リアル出力チャネルを形成するように該データ入力の第２のセットの関
数として組み合わせられる、音声処理設計システム
【請求項２２】
　前記設計ツールは、前記車両オーディオシステムに含まれるクロスバーマトリックス内
で前記ゲインを修正するためのデータセットを生成するように構成されており、該データ
セットは、前記データ入力の第１および第２のセットの関数として生成される、請求項２
１に記載の音声処理設計システム。
【請求項２３】
　前記設計ツールは、前記車両オーディオシステムおいてに選択され得る複数のオーディ
オソースのそれぞれに対して異なるデータセットを生成するように構成することが可能で
ある、請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項２４】
　前記設計ツールは、前記データ入力の第１および第２のセットの関数として前記音声処
理基準を計算するように構成されており、該音声処理基準は、テンプレートファイルとし
て該設計ツールを用いて前記メモリに格納可能である、請求項２１に記載の音声処理設計
システム。
【請求項２５】
　前記設計ツールは、前記リアル出力チャネル上の信号処理をカスタマイズするように前
記信号処理基準を前記車両オーディオシステムに送信するように構成されており、該信号
処理基準は、前記データ入力の第１および第２のセットの関数として生成される、請求項
２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項２６】
　前記リアル入力チャネルは、少なくとも２つのリアル入力チャネルを含み、前記リアル
出力チャネルは、少なくとも８つのリアル出力チャネルを含む、請求項２１に記載の音声
処理設計システム。
【請求項２７】
　前記仮想チャネルは、前記リアル入力チャネルの関数として生成される複数の仮想チャ
ネルを含む、請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項２８】
　前記リアル入力チャネルは、左正面チャネル入力、右正面チャネル入力、左背面チャネ
ル入力および右背面チャネル入力を含む、請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項２９】
　前記リアル入力チャネルは、複数のリアル入力チャネルであり、前記データ入力の第２
のセットは、前記仮想チャネルを作成するように該複数のリアル入力チャネルのうちの少
なくとも２つを組み合わせるように構成することが可能である、請求項２１に記載の音声
処理設計システム。
【請求項３０】
　前記仮想チャネルが前記複数のリアル入力チャネルの合計周波数レンジを表すように、
前記データ入力の第２のセットは、該少なくとも２つのリアル入力チャネルのそれぞれか
らの周波数レンジの一部分を組み合わせるように構成することが可能である、請求項２９
に記載の音声処理設計システム。
【請求項３１】
　前記設計ツールは、車両速度に基づいて、前記リアル出力チャネルのゲインを設定する
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ように構成することが可能である速度ゲイン設定をさらに含む、請求項２１に記載の音声
処理設計システム。
【請求項３２】
　前記設計ツールは、車両入力信号の関数として前記リアル出力チャネルのゲインを動的
に設定するように構成することが可能である動的なゲイン設定の仕様をさらに含む、請求
項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項３３】
　前記車両入力信号のレンジ上の前記ゲイン設定の多項式補正は、前記設計ツールを用い
て構成することが可能である、請求項３２に記載の音声処理設計システム。
【請求項３４】
　前記リアル出力チャネルは、第１の出力チャネルおよび第２の出力チャネルを含み、前
記設計ツールは、第２の出力チャネルに対するデータを作成するように前記第１の出力チ
ャネルに対して入力されるデータの複製を可能にするように構成することが可能である、
請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項３５】
　前記仮想チャネルは、複数の仮想チャネルであり、前記設計ツールは、第２の仮想チャ
ネルに対する前記データ入力の第２のセットにおけるデータを作成するように第１の仮想
チャネルに対する前記データ入力の第２のセットにおけるデータの複製を可能にするよう
に構成されている、請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項３６】
　前記データ入力の第１および第２のセットのそれぞれは、前記リアル入力チャネルに付
与される線形ゲインの仕様を含む、請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項３７】
　前記データ入力の第１および第２のセットのそれぞれは、前記リアル入力チャネルに付
与されるデシベルゲインの仕様を含む、請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項３８】
　前記設計ツールは、関連したゲイン設定を変更することなく、前記リアル入力チャネル
および前記仮想チャネルおよび前記リアル出力チャネルのそれぞれを独立にミュートする
ことができるように構成されている、請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項３９】
　前記設計ツールは、前記リアル出力チャネルの遅延を特定するように構成されている、
請求項２１に記載の音声処理設計システム。
【請求項４０】
　前記設計ツールは、前記リアル出力チャネルをフィルタリングするように選択され得る
フィルタの特性をプロットするように構成されている、請求項２１に記載の音声処理設計
システム。
【請求項４１】
　ディプレイと入力デバイスとを含むグラフィカルユーザインターフェースを有する音声
処理設計システムにおいて、該ディスプレイを有する車両オーディオシステムの音声処理
パラメータを構成する方法であって、
　設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースを検索することと、
　該設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、リアル出力ダイアログ
ボックスと仮想出力ダイアログボックスとを表示することと、
　該仮想出力ダイアログボックスにおいて、リアル入力チャネルのゲイン設定と該リアル
入力チャネルのバス信号とを含むデータを受信することと、
　該仮想出力ダイアログボックスにおいて該データを受信したことに応答して、該リアル
入力チャネルの該ゲイン設定と該バス信号とに少なくとも部分的に基づいて、仮想チャネ
ルを定義することと、
　該リアル出力ダイアログボックスにおいて、該仮想チャネルのゲインと該リアル入力チ
ャネルのゲインとを設定するデータを受信することにより、リアル出力チャネル上で合計
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信号を生成するために混合されるべき該仮想チャネルと該リアル入力チャネルとの割合を
定義することと
　を包含する、方法。
【請求項４２】
　データを受信することは、ゲイン設定の選択に応答して、前記設計ツールのグラフィカ
ルユーザインターフェースにおいてミックスダイアログボックスを表示することを包含し
、該ミックスダイアログボックスは、ゲイン設定を受信するように構成されている、請求
項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記ミックスダイアログボックスはまた、デシベルゲイン設定の受信と線形ゲイン設定
の受信との間で選択するように構成されている、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記仮想出力ダイアログボックスおよび前記リアル出力ダイアログボックスにおいて受
信された前記データを含むテンプレートファイルを作成することをさらに包含する、請求
項４１に記載の方法。
【請求項４５】
　前記仮想出力ダイアログボックスおよび前記リアル出力ダイアログボックスのうちの１
つにおける入力デバイスから送信要求を受信することと、該送信要求に応答して、車両オ
ーディオシステムによって受信される前記テンプレートファイルを送信することをさらに
包含する、請求項４１に記載の方法。
【請求項４６】
　フィルタの選択のための前記仮想出力ダイアログボックスにおいて入力デバイスからフ
ィルタコマンドを受信することと、該フィルタコマンドに応答して、前記設計ツールのグ
ラフィカルユーザインターフェースにおいて、前記仮想チャネルをフィルタリングするよ
うに利用可能なフィルタを示すフィルタ設定ダイアログボックスを表示することとをさら
に包含する、請求項４１に記載の方法。
【請求項４７】
　フィルタの選択のための前記リアル出力ダイアログボックスにおいてフィルタコマンド
を受信することと、該フィルタコマンドに応答して、前記設計ツールのグラフィカルユー
ザインターフェースにおいて、前記リアルチャネルをフィルタリングするように利用可能
なフィルタを示すフィルタ設定ダイアログボックスを表示することとをさらに包含する、
請求項４１に記載の方法。
【請求項４８】
　フィルタ追加コマンドを受信することと、該フィルタ追加コマンドに応答して、前記設
計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、フィルタ追加ダイアログボッ
クスを表示することとをさらに包含する、請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記フィルタ追加ダイアログボックスを用いて複数のフィルタプロファイルのうちの１
つの選択を受信することと、
　前記選択されたフィルタのフィルタの順序、中央の周波数、ゲイン、Ｑセッティングの
うちの少なくとも２つの仕様を可能にすることと、
　出力チャネルに加えられたもののうちの少なくとも１つであるように、かつ、該出力チ
ャネルに対するゲイン応答としてプロットされるように該選択されたフィルタプロファイ
ルを可能にすることと
　をさらに包含する、請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記仮想出力ダイアログボックスおよび前記リアル出力ダイアログボックスのうちの１
つにおいて、入力デバイスからプロットコマンドを受信することと、
　該プロットコマンドが該仮想出力ダイアログボックスから該入力デバイスから受信され
た場合には、該プロットコマンドに応答して、周波数および位相角度の関数として前記仮
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想チャネルの応答のプロットを前記設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースに
おいて表示し、該プロットコマンドが該仮想入力ダイアログボックスから該入力デバイス
から受信された場合には、該プロットコマンドに応答して、周波数および位相角度の関数
として前記リアル出力チャネルの応答のプロットを前記設計ツールのグラフィカルユーザ
インターフェースにおいて表示することと
　をさらに包含する、請求項４１に記載の方法。
【請求項５１】
　入力デバイスから遅延コマンドを受信することと、該遅延コマンドに応答して、前記設
計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、遅延値を受信することを可能
にされた遅延選択スクリーンを表示することとをさらに包含する、請求項４１に記載の方
法。
【請求項５２】
　前記遅延選択スクリーンは、前記遅延値をサンプルの数として受信することを可能にさ
れている、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記遅延選択スクリーンは、前記遅延値を時間として受信することを可能にされている
、請求項５１に記載の方法。
【請求項５４】
　入力デバイスから速度補償の選択のための要求を受信することと、該速度補償要求に応
答して、前記設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、速度補償スク
リーンを表示することとをさらに包含する、請求項４１に記載の方法。
【請求項５５】
　前記速度補償スクリーンにおいて、前記リアル出力チャネルのゲインおよび対応する車
両速度を受信することを可能にすることをさらに包含する、請求項５４に記載の方法。
【請求項５６】
　前記リアル出力チャネルの前記ゲインは、複数のゲインであり、前記対応する車両速度
は、複数の対応する車両速度であり、速度－ゲイン関数を滑らかにするように多項線フィ
ッティングを付与することをさらに包含する、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいてオーディオソース選択
コマンドを受信することと、該オーディオソース選択コマンドに応答して、該設計ツール
のグラフィカルユーザインターフェースにおいて、前記受信されたデータに関連づけられ
て選択され得る複数のオーディオソースを有するオーディオソースダイアログボックスを
表示することをさらに包含する、請求項４１に記載の方法。
【請求項５８】
　前記設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、入力デバイスから複
製フィルタコマンドを受信することと、該複製フィルタコマンドに応答して、該設計ツー
ルのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、ソースチャネルおよび目的チャネル
を受信することを可能とされた複製フィルタダイアログボックスを表示することをさらに
包含し、該ソースチャネルは、フィルタのためのソースであり、該目的チャネルは、複製
されるべきフィルタのための目的地である、請求項４１に記載の方法。
【請求項５９】
　複数の命令を格納するコンピュータ読み取り可能な格納媒体であって、該複数の命令が
コンピュータによって実行されると、該複数の命令は、該コンピュータに方法を実行させ
るように構成されており、該方法は、リアル入力チャネルと該リアル入力チャネルに対す
るバス信号とを受け取り、該リアル入力チャネルに応答して、リアル出力チャネルを生成
するように車両オーディオシステムを構成する方法であり、
　該方法は、
　ディスプレイ上に表示することが可能な設計ツールのグラフィカルユーザインターフェ
ースを生成することと、
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　該設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、第１の出力ダイアログ
ボックを生成することであって、該第１の出力ダイアログボックスは、仮想チャネルを作
成するようにリアル入力チャネルのゲイン設定と該リアル入力チャネルの該バス信号とを
用いて構成することが可能である、ことと、
　該設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、第２の出力ダイアログ
ボックを生成することであって、該第２の出力ダイアログボックスは、該リアル入力チャ
ネルおよび該仮想チャネルのそれぞれに対するゲイン設定を用いて構成することが可能で
ある、ことと、
　該第２の出力ダイアログボックスとともに構成することが可能なそれぞれのゲイン設定
の関数として、該リアル入力チャネルおよび該仮想チャネルの合計によってリアル出力チ
ャネルを定義するテンプレートファイルを構成することと
　を含む、コンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項６０】
　前記方法は、前記テンプレートファイルにおける係数として前記第１および第２の出力
ダイアログボックの構成を格納することをさらに含む、請求項５９に記載のコンピュータ
読み取り可能な格納媒体。
【請求項６１】
　前記方法は、クロスバーミキサーを構成するためのオーディオ信号プロセッサによって
受信される前記テンプレートファイルの送信を開始することをさらに含む、請求項６０に
記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項６２】
　前記方法は、前記テンプレートとオーディオソースの関連性を可能にすることをさらに
含む、請求項５９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項６３】
　前記方法は、前記設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、フィル
タダイアログボックスを生成することをさらに含み、
　該フィルタダイアログボックスは、前記仮想チャネルおよび前記リアル出力チャネルの
うちの１つに対してフィルタプロファイルを追加および削除するように構成することが可
能である、請求項５９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項６４】
　前記方法は、前記設計ツールのグラフィカルユーザインターフェースにおいて、速度ゲ
インダイアログボックスを生成することをさらに含み、
　該速度ゲインダイアログボックスは、車両速度の関数として前記リアル出力チャネルの
ゲインを設定するように構成することが可能である、請求項５９に記載のコンピュータ読
み取り可能な格納媒体。
【請求項６５】
　前記リアル出力チャネルは、複数のリアル出力チャネルを含み、
　前記方法は、第１のリアル出力チャネルのためのフィルタを定義する設定の複製を第２
のリアル出力チャネルのためのフィルタを定義する設定に可能にすることをさらに含む、
請求項５９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項６６】
　前記方法は、前記リアル出力入力チャネルおよび前記仮想チャネルの関数として別の仮
想チャネルを作成することをさらに含む、請求項５９に記載のコンピュータ読み取り可能
な格納媒体。
【請求項６７】
　前記第１の出力ダイアログボックスは、前記リアル入力チャネルのゲイン設定を受信す
る能力と、前記仮想チャネルためのフィルタを構成する能力と、該仮想チャネルのための
遅延の構成を開始する能力とを有するように構成されている、請求項５９に記載のコンピ
ュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項６８】
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　前記第２の出力ダイアログボックスは、前記リアル入力チャネルおよび前記仮想チャネ
ルのゲイン設定を受信する能力と、前記リアル出力チャネルのためのフィルタを構成する
能力と、該リアル出力チャネルのための遅延の構成を開始する能力とを有するように構成
されている、請求項５９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
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